
先生のための情報セキュリティ対策 GIGAスクール対応版

先生のための情報セキュリティ最新脅威

教職員のための情報セキュリティの基礎

教職員のための情報セキュリティ最新脅威

教職員のための個人情報保護の基礎

教職員のための著作権の基礎

教職員のための教育DX 入門

大学教職員のためのアカハラ対策（教員向け）

大学教職員のためのパワハラ対策（職員向け）

eラーニング
コースガイド

研修運営のトータルサポート

教職員研修

時代の変化に備え「教職員研修eラーニング」を
研修教材としてご検討ください。

株式会社ネットラーニング

NEW

NEW

NEW
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教職員向けeラーニング研修なら、
ネットラーニングの学校向けシリーズ
いま学校現場では、ICTを活用した授業や教育のデジタル化が加速しており、情報セキュリティや個人情報保護、
著作権への配慮など、ITリテラシーを踏まえた指導がますます大切になっています。
そこで、教育現場で気をつけるべきポイントや対策を体系的に学べるeラーニング教材をご用意いたしました。
一度学んだ内容でも時間の経過とともに忘れてしまったり、最新情報にアップデートが必要になるため、定期的な学び直しが欠かせません。

変化の時代に対応するための「教職員研修eラーニング」を研修ツールとしてご活用ください。

■ICT活用教育に必須のコースラインナップ　

教育委員会／学校

教職員／学生

●受講期間：６ヶ月

●閲覧期間：６ヶ月

●モバイル（タブレット端末）でも学習可能

コースサンプル

※閲覧期間とは受講期間後、内容確認のみ可能な期間です。
　テストなどの解答はできません。

https://www.netlearning.co.jp/service/school_ho.html

詳しくは
QRコードから
アクセス

研修運営のトータルサポート
▶研修企画1 ▶申込受付2 ▶開講通知3 ▶eラーニング受講4 ▶研修評価5

集合研修参加申し込み
レポート提出

ｅラーニング講座受講

アンケート回答 など

研修ご担当
受講／進捗管理
集合研修出欠管理
アンケート集計 など

指導教員／講師
コンテンツ制作
レポート採点
アンケート作成 など

研修の企画から運営業務、
研修後の総括・評価まで、
ワンストップでお任せいただけます。

気づく、学ぶ、実践の
ステップアップ学習設計

■充実の学習機能

自分の現状を客観的に確
認してから学習を開始。
管理者画面で受講者の
回答が確認可能。

セルフチェック

コースでは、具体的な事例をもとに自分の行動をシミュレートしながら学習します。
3ステップ構成の学習を通じて、自ら気づき、正しい知識を身につけ、考え方を見直し、正しい行動に導く設計となっています。

気づく 学ぶ 実践
具体的な事例と登場人物の会話を読ん
で問題点を認識し、考えを深める

気付いた内容について広く学習し、正し
い知識と理解を深める

実際の学校現場を想定したケーススタ
ディを通じて、正しい対応方法を実践的
に学び、適切な対応力を養う

学校現場での具体的な事
例をもとに、自分の行動
に当てはめながら学習。

レッスン・ワーク

章ごとに正しい知識が定
着しているかチェック。

確認テスト
PDFファイルにポイント
集を収録。
ダウンロードし、復習教材
として活用可能。

コースポイント集

クラウド型のため、導入も運用も手間いらず。すぐにeラーニング研修を始められます。

ネットラーニング

プラットフォーム運用管理
コンテンツ配信
受講履歴管理

コンテンツ制作支援 など

クラウド型研修
プラットフォーム

研修目的 学習時間コース名

1時間

2年目以降の
継続研修 30分

教職員のための情報セキュリティ最新脅威
【日本語版／英語版】

教職員向け
初年度基礎研修

教職員のための情報セキュリティの基礎
【日本語版／英語版】 P.5

小中高校の教職員向け
基礎研修

先生のための情報セキュリティ対策
ーGIGAスクール対応版ー P.3

30分小中高校の教職員向け
2年目以降の継続研修

先生のための情報セキュリティ最新脅威
P.4

P.6

基礎知識の定着
法改正対応 1時間

教職員のための個人情報保護の基礎
【日本語版／英語版】

基礎知識の定着
法改正対応 1時間

教職員のための著作権の基礎
（改正著作権法対応）　

大学教職員のための
アカハラ対策（教員向け）／パワハラ対策（職員向け）大学・専門学校向け

ハラスメント研修 1時間
【日本語版／英語版】

P.7

P.8

職員向け
教育DXの基本と実践的活用
のポイントを学ぶ入門研修

30分～
1時間教職員のための教育DX 入門

P.9

P.10

1時間

受講IDの発行だけでなく、受講状況に応じた、
受講者への開講通知メールや受講期間中の
学習促進メールも当社から配信します。

受講中のお問い合わせも
対応しておりますので、研修実施の
業務軽減にお役立てください。

受講者数No.1のeラーニングコースを提供する
ネットラーニングが考える学習効果の高いラーニングデザイン

セミ
カスタム

ボリューム
ディスカウント

登録から開講の流れ（基本プラン）

受講料には、コース受講のほか、受講者・研修管理者ID／パスワードの登録・発行・
通知、受講者・管理者からの問合せ対応、学習促進メール通知、管理者機能の提供、
すべてが含まれます。 

申込受付

ＩＤ発行

受講
サポート

フィード
バック

お客様から受講者リストを送付いただきます。

当社より各受講者様にログインIDやコースの案内をメールで通知し
ます。

コース受講促進のメールを受講者様に送信し、高い修了率を目指
します。
利用方法やコンテンツ上のご質問等の一次対応は当社が行います。

eラーニングの実施状況は管理者画面からいつでも確認できます。
受講期間終了後には受講結果データとともにご報告いたします。
※データや提出方法によっては一部有償対応となります。

研修担当者 受講者 ネットラーニング

最短で申込から
3営業日後の開講となります。
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TOPICS

43

文部科学省から「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」が公表され、自治体
ではこれを参考に、児童・生徒・保護者・教職員や学校を「脅威」から守る対策を講じなけれ
ばなりません。本コースでは、ケーススタディを通して具体的に教職員が行うべきこと、
行ってはいけないことなど、基礎知識から実践的な対策まで学びます。

先生のための
情報セキュリティ対策

小中高校の教職員向け基礎研修

目次

セルフチェック１

イントロダクション

情報セキュリティ対策は万全ですか？

第１章 機微情報の保管と管理
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

気づく（機微情報を正しく保管し管理しているか）
学ぶ（保管や管理方法）
実践（機微情報の管理）

第2章 児童生徒などが機微な情報にアクセスするリスク
気づく（パスワードの漏えい）
学ぶ（アクセス権限のない者からのアクセス対策）
実践（機微情報や端末、パスワードの管理運用方法）

第3章 インターネット利用におけるセキュリティリスク
気づく（悪質サイトへのアクセス）
学ぶ（インターネット上の脅威）
実践（インターネットアクセス上の留意点）

第4章 外部への情報資産の持ち出しリスク
気づく（コンピュータや記録媒体の持ち出し）
学ぶ（外部へ機微情報を出すリスク）
実践（情報を持ち出す場合の留意点）

レッスン１

レッスン2

レッスン3

第6章 1人１台端末におけるセキュリティ
気づく（学外での利用を考慮したセキュリティ対策の課題）
学ぶ（１人１台端末、１人１アカウントの実現における
　　 セキュリティ対策の再構築）
実践（クラウドなどいろいろなシステムを利用する際のルール）

第5章 情報セキュリティインシデントが起こった場合の対処
気づく（インシデントが発生した場合の行動）
学ぶ（対処ルール策定と対応体制）
実践（初動で被害を最小限にとどめる）

対象者 小中高校の教員、事務職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 1時間程度

セルフチェック2 「もしものとき」に備えよう

■各章末まとめ・確認テスト、総合テスト　■付録：コースポイント集、チェックリスト
■コースレビュー（受講後アンケート）

GIGAスクール対応版  2025-2026年版

情報セキュリティの最新動向に基づき、教育活動を行うなかで、今注意すべき事柄について
学習します。
また、日常的な事例を用いて学習することにより、実際の現場で適切な対処方法がわかる
ようになります。

先生のための
情報セキュリティ最新脅威 

小中高校の教職員向け2年目以降の継続研修

目次

セルフチェック

イントロダクション

セルフチェック

■各章末まとめ・テスト、総合テスト　■付録A：コースポイント集、チェックリスト
■コースレビュー（受講後アンケート）

対象者 小中高校の教職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 30分程度

第１章 うっかりミスで起こるインシデント

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

気づく（情報セキュリティの３要素、守れている？）
学ぶ（さまざまなうっかりミス）
実践（オンラインフォーム作成ツールを活用するときの注意点）

第2章 他者からの攻撃に備える

気づく（実際にどんな攻撃が報告されている？）
学ぶ（さまざまな攻撃手法と対策）
実践（サイバー攻撃への初動対応）

第3章 生成AIの活用と情報セキュリティ

気づく（リスクを理解したうえで、生成AIを活用していますか？）
学ぶ（生成AIを安全に活用するために）
実践（学校業務で活用するなら、どんな使い方がいい？）

情報セキュリティ対策は万全ですか？

「もしものとき」に備えよう

各種データダウンロードが可能 管理画面で受講状況を確認
※以下のようなデータを出力できます（一部抜粋）

修了状況一覧：受講者ごとの修了日を確認できます。未修了者は空欄で把握可能。

進捗状況一覧：初回アクセス日やログイン状況、修了状況を一覧で表示。

学習成績一覧：テストの進捗率や正答率など、学習の成果を可視化。

コースレビュー集計：アンケートの設問ごとの回答数や傾向を集計。

受講状況はいつでも確認可能

NEW
日本語版日本語版



情報セキュリティの最新動向に基づき、教育活動を行うなかで、今注意すべきインシデント
について学習します。また、日常的な事例を用いて学習することにより、実際の現場での
適切な対策がわかるようになります。情報セキュリティ研修2年目以降の継続研修に
最適です。

日本語版 英語版

教職員のための
情報セキュリティ最新脅威 

2年目以降の継続研修

目次

セルフチェック１

イントロダクション

情報セキュリティ対策は万全ですか？

セルフチェック2 「もしものとき」に備えよう

対象者 教員、事務職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 30分程度

第１章 うっかりミスで起こるインシデント
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

気づく（情報セキュリティの３要素、守れている？）
学ぶ（さまざまなうっかりミス）
実践（オンラインフォーム作成ツールを活用するときの注意点）

第2章 他者からの攻撃に備える
気づく（実際にどんな攻撃が報告されている？）
学ぶ（さまざまな攻撃手法と対策）
実践（サイバー攻撃への初動対応）

第3章 生成AIの活用と情報セキュリティ
気づく（リスクを理解したうえで、生成AIを活用していますか？）
学ぶ（生成AIを安全に活用するために）
実践（業務で活用するなら、どんな使い方がいい？）

大学の業務や研究では、個人情報保護や情報セキュリティの順守が重要です。しかし、多くの
間違いは、個人情報保護や情報セキュリティに関する知識を持たず、自分のカンと経験で判
断している場合に起こります。本コースで、情報セキュリティの正しい知識をしっかり身につけ
て、コンプライアンスに沿った業務、研究を行える教職員になりましょう。

「情報セキュリティで守るべきものは何か」といった基本的なことからパソコンの利用や
媒体の持ち出し、情報の保管や廃棄に伴うリスク、情報漏えい時の対応など具体的な事例
まで学習します。教員・職員ともに全員が身につけておきたい、基本的な情報セキュリティ
の知識と実践をまとめたコースです。初めて情報セキュリティ研修を実施する先生方に
おすすめのコースです。

日本語版 英語版

教職員のための
情報セキュリティの基礎

教職員向け初年度基礎研修

目次

セルフチェック１

イントロダクション

情報セキュリティ対策は万全ですか？

セルフチェック2 「もしものとき」に備えよう

■各章末まとめ・確認テスト、総合テスト　■付録：コースポイント集、チェックリスト
■コースレビュー（受講後アンケート）

対象者 教員、事務職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 1時間程度

第１章 情報セキュリティとは何か
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

気づく（情報セキュリティで守るべきもの）
学ぶ（情報セキュリティに必要なこと）　
実践（ソフトウエアの利用）

第2章 パソコンの利用にともなうリスク
気づく（パソコン利用時のリスク）
学ぶ（パソコンを利用する際に注意すべきこと）
実践（ウイルス対策のポイント）

第3章 媒体の持ち出し・外出先でのリスク
気づく（大学・学校の外で注意すべきこと）
学ぶ（大学・学校の外でのさまざまなリスク）
実践（出張先での公衆無線LAN利用）

第4章 保管や廃棄の注意点、クリアデスクポリシー
気づく（情報を管理する際のリスク）
学ぶ（保管や廃棄の注意点、クリアデスクポリシー）
実践（情報の廃棄）

第5章 漏えい時の注意点、情報セキュリティ改善・強化の重要性
気づく（ルールを無視した行動で高まるリスク）
学ぶ（情報セキュリティの改善・強化の重要性）
実践（情報漏えいに対する初動対応）

九州大学
サイバーセキュリティセンター長

教授　岡村　耕二

監修者コメント

65

2025-2026年度版

受講対象

全教職員

新任・中途教職員

研修1年目 研修2年目 研修3年目

情報セキュリティの基礎 最新脅威2025-2026年度版 最新脅威2026-2027年度版

教職員のための情報セキュリティの基礎

情報セキュリティ研修プラン
初年度の研修では、基礎から実践まで網羅できるコースを、2年目以降は最新情報をコンパクトに学べるコースをご提案します。
対象者別にコースを設定することも可能です。

※最新脅威コースは、その年度ごとの情報セキュリティ動向について学べるコースで、年度ごとに内容が更新されます。

■各章末まとめ・テスト、総合テスト　■付録A：コースポイント集、チェックリスト
■コースレビュー（受講後アンケート）

監修

金城学院大学非常勤講師／桃山学院大学兼任講師／
京都精華大学非常勤講師／昭和音楽大学非常勤講師／
青山学院大学革新技術と社会共創研究所コラボレーター／
文部科学省  学校DX戦略アドバイザー

竹中 章勝

NEW
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個人情報に該当する情報は何か、個人情報の取得・利用・管理、開示請求や情報漏えい時
の対応までの必須項目を網羅し、短時間で正しい知識を身につけ、適切な行動へと導く
コース設計となっています。児童・生徒・学生の成績情報など、個人情報を取り扱う教職員
の方に、情報セキュリティとセットで一度は学んでいただきたいコースです。

日本語版 日本語版英語版

教職員のための
個人情報保護の基礎

基礎知識の定着法改正対応

目次

セルフチェック

イントロダクション

セルフチェック

■各章末まとめ・確認テスト、総合テスト　■付録：コースポイント集、チェックリスト
■コースレビュー（受講後アンケート）

対象者 教員、事務職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 1時間程度

第１章 個人情報の定義と重要性

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

気づく（守るべき個人情報の認識） 
学ぶ（個人情報とは） 　個人情報分類ゲーム
実践（個人情報漏えいの危険性）

第2章 個人情報の取得

気づく（取得の際の注意点）
学ぶ（取得の際に必要な手続き）
実践（不正な取得）

第3章 個人情報の利用

気づく（利用目的の範囲）
学ぶ（利用の際の注意点）
実践（利用目的の変更）

第4章 個人情報の取り扱い（管理）

気づく（個人情報の適正な管理）
学ぶ（個人情報の管理と廃棄）
実践（委託先の監督）

第5章 問い合わせや漏えいへの対応

気づく（個人情報に関する問い合わせへの対応） 
学ぶ（開示等の対応、情報漏えいと法的責任） 
実践（漏えい時の対応）

教職員のための
著作権の基礎

基礎知識の定着法改正対応

対象者 教員、事務職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 1時間程度

（改正著作権法対応）　
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教育現場でのよくある事例を通し、公衆送信に関わる法律改正点を踏まえて、著作権に
ついて適切に判断するためのポイントを確認します。また、著作権制度の基礎知識を学ぶ
ことで、リスクを回避するだけでなく、著作物の有効活用や、児童・生徒・学生への適切な
指導につなげることを目的としています。

目次

セルフチェック

イントロダクション

第１章 著作権制度の基礎知識
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン4

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン4

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン4

レッスン5

著作権制度とその目的
著作権で保護される対象
著作者に付与される権利
保護期間
著作権契約

第2章 教育現場での著作権（1）著作物を複製し、公衆送信する

第3章 教育現場での著作権（2）著作物を公衆送信する

教育機関とは
授業の過程とは
複製とは
公衆送信とは

レッスン5

レッスン6

レッスン7

レッスン8

複製できない著作物
複製できる量
複製できる者
引用の方法

第4章 教育現場での著作権（3）著作物を試験問題に使う

教育機関での公衆送信の扱い
公衆送信ができる著作物
公衆送信ができる場合
公衆送信ができる相手

試験問題としての複製・公衆送信
著作物を入学試験問題集に使う
著作物をオンラインでの定期試験問題に使う

コース改訂内容（一部抜粋）

■違法ダウンロードの適用範囲が拡大されたことをうけて、
　「侵害コンテンツのダウンロード違法化」の学習項目を追加しました。
■授業目的公衆送信補償金制度の運用が開始されたことに合わせて、公衆送信に関する制度自体の
　基礎知識と教育現場で起こりうる問題点を洗い出し、事例学習を刷新しました。
■文科省から発表された「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」を
　うけて、「基本的考え方」と「学校における生成AI利用の留意点」のTopicを追加しました。

セルフチェック
■各章末まとめ・確認テスト、総合テスト　■付録：コースポイント集、著作権法の改正
■コースレビュー（受講後アンケート）

授業目的
公衆送信
補償金制度に
対応！

九州大学
サイバーセキュリティセンター長

教授　岡村　耕二

監修者



目次
イントロダクション

セルフチェック

■コースレビュー（受講後アンケート）

受講状況 修了率推移

研修報告書（オプション）を作成し、報告会を実施い
たします。主な記載事項は以下の通りとなります。

カタログコースの標準的な提供データは以下の通りです。
受講概況／ログオン・修了率推移／曜日時間帯別アクセス傾向／
テスト設問別正答率・誤答傾向／コースレビュー回答集計・自由記述抜粋

報告書

TOPICS
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大学教職員を対象とした、ハラスメント対策講座です。大学や研究の場で起こりやすいハラスメント
（アカハラ、パワハラ、セクハラ）について事例を通して学習します。
各章は「気づく」→「理解する」→「深める」という流れになっており、学習内容に対してしっかりと理解を
深めることができます。

このコースでは、教職員が意図せず加害者になることのないよう、教育現場で起こるハラスメントについて事例を
通して学習し、ハラスメントを身近な問題として捉えることで、適切な行動を理解することを目指します。

大学・専門学校向けハラスメント研修

対象者 教員、事務職員

受講期間 6ヵ月
（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 1時間程度

目次

セルフチェック

イントロダクション

第１章

第１章

アカデミック・ハラスメント
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン１

レッスン4

アカデミック・ハラスメント（アカハラ）とは
アカデミック・ハラスメントの種類
アカデミック・ハラスメントの影響
アカデミック・ハラスメントの事例

第2章 セクシュアル・ハラスメント
セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）とは

レッスン3 セクシュアル・ハラスメントの事例
レッスン2 セクシュアル・ハラスメントの種類

第3章 ハラスメントのない環境づくり
ハラスメントの加害者にならないためのポイント

レッスン2 ハラスメントの被害者になってしまいそうなときは
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大学教職員のためのアカハラ対策（教員向け）

大学教職員のためのパワハラ対策（職員向け）

※　　　　（色枠内）は教員向けと職員向けで内容が異なります。各々に適した事例紹介や学習内容を展開しています。

大学教職員のための
アカハラ対策（教員向け）

（職場でアカハラ・セクハラをしていませんか？）

セルフチェック

イントロダクション

第１章 パワー・ハラスメント
パワー・ハラスメント（パワハラ）とは
パワー・ハラスメントの６類型
パワー・ハラスメントの影響
パワー・ハラスメントの事例

大学教職員のための
パワハラ対策（職員向け）

（職場でパワハラ・セクハラをしていませんか？）

自分が学生時代に受けてきた教育や指導をその
まま行っては、この頃では「ハラスメント」として
問題になる可能性もあります。この機会に、よりよ
い大学教育やよりよい研究環境とはどういうもの
なのかについて、今一度考えてみませんか。

広島大学ハラスメント相談室
名誉教授
NPO法人
アジア女性センター理事長

横山　美栄子

広島大学ハラスメント相談室
准教授（社会学）
NPO法人
全国女性シェルターネット共同代表

北仲　千里

監修者コメント

？

これはハラスメント？ 何が問題？ どう防ぐ？？

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン4

確認テスト

確認テスト

総合テスト

日本語版 英語版

教育DXの入門として、以下の３章構成でDXや教育DXに関する基本的な理解を深めることを目的とします。
1. DXとは何か　2. 教育DXの動向　3. これからの教育DXに向けて
教育現場でDXを推進するために必要な基礎的な知識を習得することができます。

教職員のための
教育DX 入門

教職員向け教育DXの基本と実践的活用のポイントを学ぶ入門研修

対象者 教育機関の教職員

受講期間 6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）

前提知識 特になし

標準学習時間 30分～1時間

インテグロ中小企業
診断士事務所代表
千葉　俊彦

教職員の負担増、個別教育のニーズ、少子化に伴う様々な影響など、教育は課題山積です。そして、これらを打
開する対策として「教育DX」が強力に推進されています。しかし、DXという名前は聞いたことがあっても今一
つピンとこない、中身がわからない、という声も聞かれます。本コースは0.5～１時間で、教育DXの意味や必要
性、その現在地と向かおうとする姿、などを一通り知ることができます。また、事例や検索先、DXを進めるうえ
で各人に必要となるリテラシーなどにも触れており、このコースを出発点として自分に必要な知識習得に取り
組むヒントが得られます。さあ、最初の一歩を踏み出しましょう。

監修者コメント

NEW

日本語版

第１章 DXとは何か
レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

レッスン１

レッスン2

レッスン3

DXとは？
DXの背景
教育DX

第2章 教育DXの動向
教育の現状と課題
文部科学省の取組
教育DXの事例

第3章 これからの教育DXに向けて
教育DXを支えるキホン
DXリテラシー
私の教育DX

現状を振り返る（As Is）／
理想の姿を描く（To Be）
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株式会社ネットラーニング

Q&A
受講期間を標準の受講期間から
指定日に設定することは可能ですか？Q1

A1 はい。可能です。通常6ヵ月の受講期間と6ヵ月の閲覧期限が
ございますが、範囲内の指定日で調整可能です。

一度設定した受講期限の
延長は可能ですか？Q2

A2 はい。6ヵ月の受講期間内で延長が可能です。
ご希望の場合、管理者画面からの対応をお願いしております。

IDとパスワードは
いつ届きますか？Q3

A3 受講開始の前営業日までに受講者様へ届きます。
通知にはメールアドレスのご登録が必須となります。

IDとパスワードは、
職員番号等で指定できますか？Q5

A5 はい。ID・パスワードともにご指定のものに設定いただけます。
パスワードは受講者自身で変更することも可能です。

開講通知や促進メールの文面を
自由に変更することは可能ですか？Q6

A6 はい。可能です。定型のフォーマット文面をお渡しできますので、
そこから改編可能です。

部署ごとに受講者データの
閲覧の権限を制限することはできますか？Q7

A7 はい。階層管理が可能です。部署ごとに管理者を設定して、
組織単位で閲覧権限が設定できます。

申込みから受講開始までの
期間を教えてください。Q4

A4 最短3営業日での受講が可能です。お客様個別の設定を行う
場合、ご調整後5営業日必要となります。

組織構成

■主な加盟団体
一般社団法人日本オンライン教育産業協会（JOTEA）　一般社団法人日本IMS協会　一般社団法人日本オープンオンライン推進協議会（JMOOC）
AI時代の教育学会　NPO法人Asuka Academy　一般社団法人 ICT CONNECT21 　GIGAスクール推進構想委員会
一般社団法人日本オンライン講師協会（JOTA）　一般財団法人オープンバッジ・ネットワーク　特定非営利活動法人　実務能力認定機構（ACPA）

導入実績

■官公庁・自治体・教育委員会
内閣府、内閣官房、厚生労働省、文部科学省、総務省、農林水産省、国立教育政策研究所、独立行政法人教職員支援機構、独立行政法人日本学術振興会、
独立行政法人高齢・障害・求職者支援機構、独立行政法人国際協力機構、独立行政法人国際交流基金関西国際センター、独立行政法人大学入試センター、東京都、
神奈川県、佐賀県、盛岡市、相模原市、甲府市、目黒区、墨田区 等

■大学
北海道大学、弘前大学、東北大学、宮城教育大学、東京大学、山梨大学、信州大学、千葉大学、三重大学、電気通信大学、筑波技術大学、東京医科歯科大学、
東京女子医科大学、東京農工大学、東京学芸大学、一橋大学、放送大学、国際教養大学、横浜市立大学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、明治大学、
法政大学、東京外国語大学、順天堂大学、玉川大学、杏林大学、帝京科学大学、東京農業大学、東京都市大学、日本女子大学、学習院女子大学、日本工業大学、
中京大学、名城大学、近畿大学、関西学院大学、同志社大学、立命館大学、桃山学院大学、摂南大学、神戸大学、東亜大学、九州大学 等

■学校・塾・団体等
クラーク記念国際高等学校、明蓬館高等学校、早稲田実業高等学校、駒澤大学高等学校、立教女学院、滋慶学園グループ、一般財団法人ライフ・プランニング
センター、一般財団法人国際教育振興会、一般社団法人教員育成研究機構、一般社団法人日本オープンオンライン教育推進協議会、公益社団法人土木学会、
全国リハビリテーション学校協会、創学ゼミナール、その他 大手学習塾グループ等

詳しくは右記取扱店または株式会社ネットラーニングへ


